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京都文化博物館　別館（重要文化財）
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「北野天神縁起絵巻 平成記録本」の公開（平成21年・全国天満宮梅風会） 国宝御本殿と飛梅



北野天満宮社報 秋号 vol.8 6

重要文化財「北野西京神人文書」酒屋交名

「束帯天神像」

重要文化財「北野西京神人文書」
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加
藤 

迪
夫

将軍綱吉の厄除祈願、祝詞
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梅花祭の厄除玄米 平安京と北野天満宮位置図

梅花祭紙立　白梅42本・紅梅33本
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◆
史
跡
御
土
居
と
は

　

境
内
西
側
に
広
が
る
史
跡
御
土
居
は
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）

豊
臣
秀
吉
公
が
洛
中
洛
外
の
境
界
と
し
て
、
ま
た
水
防
の
た
め
に
築
い

た
土
塁
の
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
も
か
つ
て
の
自
然
林
が
残
存
し
、
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
、
秋
の
紅
葉
は
菅
公
が
こ
よ
な
く
愛
で
ら
れ
た
梅
と
同
様

に
ご
縁
の
あ
る
樹
木
で
、
御
土
居
一
帯
に
お
よ
そ
二
五
〇
本
。
樹
齢

三
五
〇
年
か
ら
四
〇
〇
年
に
及
ぶ
古
木
の
姿
を
残
し
、
菅
公
の
御
神
徳

を
偲
ぶ
が
ご
と
く
鮮
や
か
に
季
節
を
彩
っ
て
い
る
。
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和太鼓奉納 北野天神太鼓会北野天神  もみじ寄席

オカリナと和歌の弾き語り

もみじ連歌  京都連歌の会 日本舞踊  上七軒歌舞会

アンサンブル 京都三大学合同交響楽団
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御朱印帳（木製）

北野天満宮 御朱印

御朱印帳（青色）

リニューアルサイト TOPページ
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七夕特別境内ライトアップ

芸舞妓さんも艶やかに踊りを披露神若会北野天神太鼓会による和太鼓演奏



境内を練り歩く北野七夕祭行列

一の鳥居に掲げられた「京の七夕」大幟

史跡御土居に飾られた七夕笹 「京の七夕」の成功を願い、玉串を奉納する門川大作京都市長北野紙屋川会場限定、梶の葉短冊

地域住民が参加した盛大な上七軒盆をどり



全国より多くの参列者が訪れた学業大祭

元気いっぱい泣き声をあげる赤ちゃん

満員御礼の会場

見合って見合って「はっけよーい!のこった!」



出場記念の手形や足形入りの賞状

衣裳は自前！！ 泣き相撲参加者

御土居内の鶯橋笹飾り

土俵となった神楽殿

横綱・大関の優勝カップ 七夕和太鼓コンサート

初代横綱 野田隆介くんと初代大関 山本美紗樹ちゃん・德田福太朗くん

健やかな成育を祈願

取り組み前から泣いてます!

上七軒通りの飾り



　

国
家
の
祭
祀
で
あ
っ
た
勅
祭
北
野
祭
ゆ
か
り
の
例
祭
が
、

八
月
四
日
午
前
九
時
か
ら
本
殿
に
お
い
て
氏
子
総
代
を
始

め
神
社
役
員
・
崇
敬
者
ら
多
数
の
参
列
の
下
、
厳
か
に
斎

行
さ
れ
た
。

　

永
延
元
年(

九
八
七)

八
月
五
日
、
一
條
天
皇
の
勅
使
参

向
・
奉
幣
に
よ
り
勅
祭
の
北
野
祭
と
な
っ
た
が
、
約
六
十

年
後
、
こ
の
日
が
母
后
の
国
忌
に
当
た
る
と
し

て
一
日
早
い
八
月
四
日
が
北
野
祭
と
な
り
、
今

日
の
例
祭
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

橘
重
十
九
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
引
き
続
き
、

当
宮
の
四
人
の
巫
女
が
、
菅
公
が
五
歳
の
時
に

詠
ま
れ
た
御
歌
「
美
し
や
紅
の
色
な
る
梅
の
花

あ
こ
が
顔
に
も
つ
け
た
く
ぞ
あ
る
」
を
も
と
に

元
宮
内
庁
楽
師
の
芝
祐
靖
氏
が
作
曲
・
作
舞
さ

れ
た
巫
女
舞
「
紅
わ
ら
べ
」
を
奉
納
し
た
。

　

こ
の
後
、
橘
宮
司
が
玉
串
拝
礼
し
、
参
列
者

の
代
表
が
次
々
玉
串
を
捧
げ
、
皇
室
の
弥
栄
・

国
家
安
泰
・
五
穀
豊
穣
・
氏
子
崇
敬
者
の
無
病

息
災
を
祈
願
し
た
。

　

今
年
の
新
茶
を
神
前
に
お
供
え
し
、
茶
業
の
発
展
を
祈

願
す
る
新
茶
奉
献
奉
告
祭
が
七
月
二
十
五
日
午
前
十
一
時

か
ら
本
殿
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
た
。

　

新
茶
を
奉
献
さ
れ
た
白
川
・
宇
治
田
原
・
禅
定
寺
・
向
島
・

佐
山
・
京
田
辺
・
城
陽
市
平
川
・
同
市
上
津
屋
・
山
城
町
・

別
所
・
杣
田
・
原
山
・
南
山
城
村
高
尾
な
ど
の
生
産
地
を

始
め
京
都
市
茶
業
組
合
の
代
表
約
四
十
人
が
参
列
し
た
。

　

祝
詞
奏
上
の
後
、
各
生
産
地
の
代
表
と
煎
茶
道
賣
茶
本

流
の
渡
邊
琢
祥
家
元
が
次
々
玉
串
を
捧
げ
て
茶
業
の
発
展

と
関
係
者
の
無
病
息
災
・
家
内
安
全
を
祈
願
し
た
。
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正
月
の
縁
起
物
と
し
て
人
気
の
高
い
「
大
福
梅
（
お
お
ふ

く
う
め
）」
の
土
用
干
し
が
七
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
り
、
境

内
は
約
一
カ
月
に
わ
た
り
甘
酸
っ
ぱ
い
梅
の
香
が
漂
っ
た
。

　

今
年
も
境
内
に
あ
る
約
千
五
百
本
の
梅
の
木
か
ら
約
二
ト

ン
の
実
が
採
取
さ
れ
、
樽
で
塩
漬
け
に
さ
れ
て
い
た
。
梅
雨

明
け
を
待
っ
て
、
こ
の
日
よ
り

干
し
始
め
、
セ
ミ
の
鳴
き
声
が

響
く
猛
暑
の
中
、
巫
女
や
神
職

が
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
ム
シ

ロ
を
敷
い
た
乾
燥
台
の
上
に
広

げ
た
。

　

土
用
干
し
を
終
え
た
梅
の
実

は
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
、
再
び
樽

に
入
れ
ら
れ
、塩
漬
け
に
さ
れ
た
。

　

夏
の
文
化
財
防
火
運
動
の
一
環
と
し
て
、
七
月
十
五
日
午

前
十
一
時
か
ら
当
宮
で
恒
例
の
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

　

当
宮
自
衛
消
防
隊
と
上
京
消
防
署
・
翔
鸞
消
防
分
団
・
文

化
財
市
民
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
な
ど
か
ら
約
五
十
人
が
参
加
し
た
。

本
殿
東
北
透
塀
屋
根
付
近
か
ら
出
火
の
想
定
で
行
わ
れ
、
発

煙
筒
が
た
か
れ
る
中
、
本
殿
内
か
ら
宝
物
類
が
搬
出
さ
れ
、

放
水
銃
や
消
防
車
か
ら
の
放
水
も
行
わ
れ
る
な
ど
迫
真
の
訓

練
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
消
防
訓
練
を
う
け
て
九
月
十
日
に
は
平
成

二
十
七
年
度
上
京
区
自
衛
消
防
隊
訓
練
大
会
（
上
京
区
自
衛

消
防
連
絡
協
議
会
主
催
）
に
出
場
し
、
当
宮
は
屋
外
消
火
栓

の
部
で
今
年
も
見
事
「
優
秀
賞
」
に
輝
き
、
表
彰
を
受
け
た
。
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夏
休
み
の
恒
例
の
奉
納
図
画
展
が
今
年
も
八
月
十
九
日
か

ら
三
十
日
ま
で
本
殿
前
西
廻
廊
で
行
わ
れ
、
幼
児
か
ら
中
学

生
ま
で
六
百
九
十
一
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。

　

同
展
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
中
に
描
い
た
図
画
を
奉

納
し
、
図
画
の
上
達
と
す
こ
や
か
な
成
長
を
祈
念
す
る
六
十

数
年
の
歴
史
を
誇
る
催
し
。
天
満
宮
の
境
内
や
動
植
物
な
ど

を
描
い
た
も
の
な
ど
子
ど
も
の
感
性
が
光
る
作
品
が
一
堂
に

並
び
、
連
日
多
く
の
参
拝
者
が
鑑
賞
し
た
。

　

審
査
は
初
日
の

十
九
日
午
前
中
、
三

輪
晃
久
（
日
本
画

家
）、
伊
庭
新
太
郎

（
洋
画
家
）
の
両
先

生
に
よ
り
行
わ
れ
、

二
百
十
七
点
の
入
選

作
品
が
決
ま
っ
た
。

　

入
選
者
授
賞
式
は
、

最
終
日
の
三
十
日
午

後
三
時
か
ら
入
選
者

と
保
護
者
が
参
列
し

て
本
殿
で
行
な
わ
れ

た
。
お
祓
い
を
受
け

た
後
、
入
選
者
の
代

表
が
玉
串
を
捧
げ
、

参
列
者
全
員
が
図
画

の
上
達
と
学
力
向
上
を
祈
願
し
た
。
橘
宮
司
が
「
入
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
自
信
と
し
て
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
も
頑
張
っ
て
立
派
な
成
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

励
ま
し
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
一
人
ず
つ
賞
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
た
。

　

第
三
十
七
回
親
子
ふ
れ
あ
い
写
生
大
会
（
上
京
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
主
催
）
の
入
賞
者
表
彰
式
が
七
月
二
十
六
日
午

前
十
時
か
ら
社
務
所
大
広
間
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
写
生
大
会
は
、
五
月
二
十
四
日
府
立
植
物
園
に
お
い
て

児
童
・
保
護
者
ら
約
六
百
人
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
、
優
秀
作

品
二
百
点
（
京
都
府
知
事
賞
・
京
都
市
長
賞
・
北
野
天
満
宮
賞

な
ど
特
別
賞
は
二
十
三
点
）

を
選
び
、
こ
の
日
ま
で
九

日
間
に
わ
た
り
本
殿
前
西

廻
廊
に
展
示
さ
れ
た
。

　

表
彰
式
で
橘
重
十
九
宮

司
が
「
受
賞
を
心
の
支
え

に
学
問
・
技
芸
・
ス
ポ
ー

ツ
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
、
励
ま
し
の
言
葉
を
お

く
っ
た
。

◎
審
査
員
の
先
生
の
講
評

　

毎
年
、
審
査
し
て
感
じ
る
こ
と
だ

が
、
子
ど
も
の
発
想
に
は
大
人
で
は

考
え
つ
か
な
い
異
次
元
的
な
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
が
楽
し
い
。
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
が
お
も
し
ろ
い
の
で
審
査
の

方
も
丁
寧
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
あ

ま
り
指
導
者
の
意
識
が
強
く
出
す
ぎ

る
と
子
ど
も
の
個
性
が
な
く
な
る
が
、

そ
の
中
で
も
、
枠
か
ら
は
み
出
し
た

作
品
が
あ
り
、
選
ぶ
方
と
し
て
は
惹

か
れ
て
し
ま
う
。
今
年
も
才
能
を
感

じ
る
作
品
が
幾
つ
か
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
。

入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
。

【
天
満
宮
賞
】
島
津
蒼
（
年
少
）
池
田
唯
空
（
今
宮
幼
稚

園
年
少
）、
永
田
一
斗
（
京
都
き
ら
ら
幼
稚
園
年
中
）、
伊

豆
藏
朋
樹
（
北
野
幼
稚
園
年
中
）、
森
さ
く
ら
（
せ
い
し

ん
幼
稚
園
年
長
）、
佐
野
慶
斗
（
せ
い
し
ん
幼
稚
園
年
長
）、

池
田
虹
都
（
大
宮
小
一
年
）、
加
藤
雅
史
（
西
陣
中
央
小

二
年
）、
浅
田
理
乃
（
梅
津
小
三
年
）、
北
村
里
帆
（
ジ
ャ

ル
ダ
ン
美
術
研
究
所
、
小
学
四
年
）、
有
友
花
英
（
ア
ト

リ
エ
・
キ
ダ
、
小
学
五
年
）、
藤
井
望
愛
（
梅
津
北
小
六
年
）、

加
藤
桃
子
（
烏
丸
中
二
年
）、
北
村
友
海
（
ジ
ャ
ル
ダ
ン

美
術
研
究
所
、
中
学
三
年
）

【
京
都
新
聞
特
別
賞
】
光
安
理
子
（
ア
ト
リ
エ
・
キ
ダ
、

小
学
五
年
）

【
京
都
新
聞
社
賞
】
竹
村
帆
菜
（
京
都
き
ら
ら
幼
稚
園
年

少
）、
井
上
心
道
（
ジ
ャ
ル
ダ
ン
美
術
研
究
所
、
年
少
）、

宮
澤
直
紀
（
京
都
き
ら
ら
学
園
年
中
）、
川
口
和
虎
（
京

都
き
ら
ら
幼
稚
園
年
中
）、
加
藤
雛
梨
（
北
野
幼
稚
園
年

長
）、
三
内
匠
（
北
野
幼
稚
園
年
長
）、
藤
田
琴
乃
（
衣
笠

小
一
年
）、
松
井
隆
之
介
（
ア
ト
リ
エ
・
キ
ダ
、
小
学
二
年
）、

井
上
太
智
（
ジ
ャ
ル
ダ

ン
美
術
研
究
所
、
小
学

四
年
）

【
上
京
子
供
会
会
長
賞
】

前
田
錦
稀
也
（
北
野
幼

稚
園
年
長
）、
松
村
明

日
香
（
鳳
徳
小
三
年
）

【
金
賞
】
頼
金
夏
萌
（
太

秦
幼
稚
園
年
少
）
始
め

六
十
七
人

【
銀
賞
】
橋
場
開
世
（
京

都
き
ら
ら
幼
稚
園
年

少
）
始
め
百
二
十
四
人
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京
都
の
代
表
的
な
秋
祭
り
の
一
つ
と
し
て
人
気
の
高
い「
ず
い
き（
瑞
饋
）祭
」

が
、
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
華
や
か
に
斎
行
さ
れ
た
。
今
年
は
『
北
野
祭
礼

図
絵
巻
』
に
も
描
か
れ
て
い
る
「
花
傘
」
が
復
活
し
、還
幸
祭
の
巡
行
に
加
わ
っ

た
た
め
、
沿
道
は
ひ
と
き
わ
賑
わ
い
を
見
せ
た
。
御
鳳
輦
が
渡
ら
れ
た
御
旅
所

界
隈
一
帯
は
多
く
の
露
店
が
並
び
連
日
参
拝
者
の
熱
気
で
沸
き
立
っ
た
。

　

ず
い
き
祭
の
名
称
は
、
御
祭
神
が
渡
ら
れ
る
御
旅
所
に
ず
い
き
芋
な
ど
の
野

菜
で
飾
っ
た
「
ず
い
き
御
輿
」
が
奉
安
さ
れ
る
こ
と
に
由
来
し
、
御
鎮
座
の
往

時
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
秋
の
実
り
に
感
謝
す
る
祭
り
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

神
幸
祭
の
一
日
午
前
九
時
か
ら
本
殿
で
菅
公
の
御
霊
を
御
鳳
輦
に
遷
す
出
御

祭
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
雨
と
な
り
、
一
の
鳥
居
前
で
神

若
会
北
野
天
神
花
傘
会
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
「
担
い
茶
屋
」
の
お
披
露
目
が

ラ
ン
デ
ィ
ー
チ
ャ
ネ
ル
宗
榮
裏
千
家
教
授
に
よ
り
行
わ
れ
た
後
、
三
基
の
御
鳳

輦
を
は
じ
め
、
威
儀
物
、
供
奉
者
ら
の
祭
礼
行
列
が
巡
行
し
た
。

　

御
旅
所
到
着
後
は
着
御
祭
を
斎
行
、
八
乙
女
が
鈴
舞
と
田
舞
を
奉
納
し
た
。

二
日
は
表
千
家
左
海
大
宗
匠
奉
仕
に
よ
る
献
茶
祭
、
三
日
は
西
ノ
京
七
保
会
に

よ
る
特
殊
神
饌
「
甲
御
供
」
の
奉
饌
、「
担
い
茶
屋
」
の
お
披
露
目
茶
会
、
夜
に

は
神
若
会
北
野
天
神
太
鼓
会
の
和
太
鼓

の
奉
納
も
行
わ
れ
、
大
賑
わ
い
と
な
っ

た
。

　

絶
好
の
好
天
と
な
っ
た
還
幸
祭
の
四

日
は
、
午
前
十
時
、
御
旅
所
で
出
御
祭

を
斎
行
し
た
後
、
牛
の
曳
く
御
羽
車
、

松
鉾
や
梅
鉾
、
八
乙
女
や
稚
児
、
宮
司

の
乗
っ
た
馬
車
な
ど
な
ど
…
…
に
「
花

傘
」
や
「
担
い
茶
屋
」
も
加
わ
り
、
豪

華
で
長
い
祭
列
が
氏
子
区
域
を
巡
行
し

た
。
一
方
、
祭
礼
の
間
、
御
旅
所
に
安

置
さ
れ
て
い
た
「
ず
い
き
御
輿
」
は
、

西
之
京
瑞
饋
神
輿
保
存
会
の
人
た
ち
の

奉
仕
で
巡
行
し
、
精
緻
な
野
菜
の
芸
術

品
と
も
い
え
る
御
輿
が
沿
道
の
人
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

ずいき御輿の巡行甲御供奉饌

八乙女舞奉納献茶祭（表千家 左海大宗匠奉仕）
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担い茶屋の巡行

花傘の巡行（上七軒通り）

担い茶屋お披露目茶会（ランディーチャネル宗榮 裏千家教授奉仕）



25 北野天満宮社報 秋号 vol.8

御旅所神輿殿

三基の御鳳輦と花傘が祀られた御旅所神輿殿にて八乙女舞を奉納

還幸祭 三条駐輦所

記者発表に出席した花傘会のメンバー

花傘と担い茶屋の記者発表

料亭「松粂」さんの指導により作られた「宮弁当」



北野天満宮社報 秋号 vol.8 26

勢揃いした神若会会員（御本殿）

 一の鳥居にて担い茶屋のお披露目

新調した神若会団旗の棒

盛大に臨時総会を開催



神前にて献茶される武者小路千家官休庵千宗守家元（平成21年）

副席（上七軒歌舞練場）

菓匠会協賛席（絵馬所）

口切式

御茶壺道中

27 北野天満宮社報 秋号 vol.8



北野天満宮社報 秋号 vol.8 28
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「法皇佇立（椋木法皇）」の段
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31 北野天満宮社報 秋号 vol.8
「紅梅殿別離」の段
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国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
絹
本

著
色
舞
楽
図
」
は
、
以
前
の
社
報
で
そ
の
修
復
に

注
目
し
つ
つ
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（
社
報

三
二
八
）、
今
回
は
、
近
年
こ
の
「
舞
楽
図
」
を
詳

細
に
検
討
さ
れ
た
泉
武
夫
氏
の
研
究
成
果
（「
北
野

天
満
宮
「
舞
楽
図
」
衝
立
に
つ
い
て
」『
美
術
史
学
』

二
九
、二
〇
〇
八
年
）
に
主
に
よ
り
な
が
ら
少
し
詳
細

に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
絹
本
著
色
舞
楽
図
」
は
、
両
面
と
も
縦
一
〇
四
セ

ン
チ
、
横
一
三
六
セ
ン
チ
。
ど
ち
ら
の
図
と
も
、
絵

絹
四
枚
で
一
画
面
と
し
て
い
る
。

　

泉
氏
は
、
製
作
年
代
を
一
三
世
紀
半
ば
と
し
、
神

楽
舞
の
場
面
は
長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）
二
月
の
後

朱
雀
天
皇
行
幸
に
ち
な
む
情
景
を
、
舞
楽
・
延
年
舞

の
場
面
は
、
承
元
二
年
（
一
二
〇
八
）
三
月
の
北
野

で
の
一
切
経
に
ち
な
む
情
景
を
描
い
た
も
の
で
は
な

い
か
と
の
仮
説
を
提
示
し
て
お
ら
れ
る
。

　

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
に
「
国
宝
甲
種
参
等
」

に
指
定
さ
れ
、
戦
後
は
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）

年
の
文
化
財
保
護
法
の
制
定
に
と
も
な
い
、
改
め
て

国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。
こ
の
と
き
の

名
称
は
「
舞
楽
図
絹
本
著
色
衝
立
障
子 

一
基
」
で
あ

る
。
昭
和
三
十
九
年
に
修
復
が
な
さ
れ
、そ
の
際
、「
舞

楽
図
」
を
良
好
に
保
存
す
る
た
め
、表
裏
一
基
で
あ
っ

た
も
の
を
二
基
と
し
、同
年
五
月
二
十
六
日
付
で
「
絹

本
著
色
舞
楽
図 

二
幀
」
と
名
称
お
よ
び
員
数
の
変
更

が
な
さ
れ
た
。

　
「
絹
本
著
色
舞
楽
図
」
は
、お
宮
で
は
「
根
本
障
子
」

と
呼
び
習
わ
し
て
い
る
が
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）

年
の
「
遷
宮
記
」
に
は
「
内
々
陣
衝
立
絵
」、
嘉
永

元
（
一
八
四
八
）
年
の
修
理
銘
で
は
「
北
野
宮
内
陣

御
衝
立
」、
明
治
八
年
の
「
古
文
書
宝
物
什
器
再
取

調
書
」
で
は
「
御
衝
立
障
子
」、
明
治
四
十
三
年
の

宝
物
台
帳
は
「
衝
立
」
と
さ
れ
て
お
り
、「
根
本
障
子
」

は
お
宮
内
で
の
通
称
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

ま
た
こ
の
衝
立
は
、
こ
れ
ま
で
表
を
延
年
舞
図
、

裏
を
神
楽
舞
図
と
し
て
き
た
が
、
明
治
八
年
の
「
古

文
書
宝
物
什
器
再
取
調
書
」
で
は
延
年
舞
図
を
「
背

面
図
」
と
注
記
し
て
お
り
、
ま
た
泉
氏
は
、「
神
楽
舞

図
」
の
左
側
に
「
神
楽
の
景
」、右
側
に
「
輪
舞
の
景
」、

「
延
年
舞
絵
（
舞
楽
図
）」
の
左
側
に
「
童
舞
」、
右
側

に
「
僧
舞
」
が
描
か
れ
て
お
り
、全
体
と
し
て
は
「
神

楽
舞
図
」
の
左
か
ら
「
延
年
舞
図
」
の
右
側
へ
と
場

面
展
開
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
神
楽
舞
図
」
を
表
、

「
延
年
舞
図
」
を
裏
と
位
置
づ
け
う
る
と
し
て
お
ら
れ

る
。

 

次
号
で
は
、「
神
楽
舞
図
」、次
々
号
で
は「
延
年
舞
図
」

に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
す
る
。



 


